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はじめに 

 

熱中症は、かつては主に炭坑、製鉄所などの労働現場の問題でしたが、近年、大都

市部を中心として、気温が 30℃を超える状況の長時間化と範囲の拡大、熱帯夜の出

現日数の増加といった高温化の傾向が見られ、これに伴い一般市民が高温にさらされ

る延べ時間数が増加しており、日常生活環境における熱中症が問題となっています 

 文部科学省は、例年、都道府県教育委員会等を通じて、全国の国立・公立・私立の

小学校、中学校、高等学校等に対し、熱中症事故の防止について通知等を発出し、児

童生徒等の健康管理に向けた注意喚起を行うなど、学校における熱中症対策を推進し

ています。 

志賀町教育委員会は、令和５年夏の酷暑を受け、「志賀町立学校 熱中症対策ガイド

ライン（試行版）」を策定しました。このガイドラインを活用し、熱中症対策を行って

いただきますようお願いします。 
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１ 熱中症の予防策 

（１）熱中症予防の原則 

熱中症は、予防法を知っていれば、発生や悪化させることを防ぐことができます。

日常生活における予防は、体温の上昇と脱水を抑えることが基本です。そのため、ま

ず大切なのは、暑い環境下に長時間いることを避けることです。学校生活の中では体

育・スポーツ活動において熱中症を発症することが多く、スポーツなどの体を動かす

状況では、それほど気温の高くない環境下でも熱中症を引き起こすことがあります。

暑くないから大丈夫と思うのではなく、活動中の児童や生徒の状態をよく観察して、

異常がないかを確認することが大切です。 

「熱中症を予防しよう－知って防ごう 熱中症－」では、体育・スポーツ活動にお

ける熱中症予防原則として、以下の５つを挙げています。 

 

＜熱中症予防の原則＞ 

1. 環境条件を把握し、それに応じた運動、水分補給を行うこと 

2. 暑さに徐々に慣らしていくこと 

3. 個人の条件を考慮すること 

4. 服装に気を付けること 

5. 具合が悪くなった場合には早めに運動を中止し、必要な処置をすること 

 

 

（２）暑さ指数（WBGT）に応じた行動指針について 

暑さ指数（WBGT）を用いた指針としては、公益財団法人日本スポーツ協会による「熱

中症予防運動指針」があります。これらの指針は、暑さ指数（WBGT）の段位に応じた

熱中症予防のための行動の目安とすることが推奨されています。 

体育等の授業の前や運動会・体育祭、遠足をはじめとした校外活動の前や活動中に、

定期的に暑さ指数（WBGT）を計測し、これらの指針を参考に危険度を把握することで、

より安全に授業や活動を行うことができます。 



 

 

（３）授業日の対応 

①体育、スポーツ活動時の対策 

ア グラウンド・体育館での活動 

授業や活動前にグラウンド・体育館などの活動場所で暑さ指数（WBGT）を測定

し、対応を判断します。暑さ指数（WBGT）は、測定場所・タイミングで異なります。

また、授業が始まると測定が疎かになる場合もあります。測定者も含め測定方法

を予め設定することが重要です。また、熱中症警戒アラート発表時には測定頻度

を高くし、暑さ指数（WBGT）の変化に十分留意します。 

  

イ プールでの活動 

プールサイドが高温になりがちなことや水中においても発汗・脱水があること

に留意し、他の体育活動時と同様に熱中症予防の観点をもった対応が求められま

す。 

 

 



ウ 部活動での対策 

グラウンド・体育館など活動場所で暑さ指数（WBGT）を測定し、対応を判断す

ることは、体育の授業と同様です。部活動は体育よりも運動強度が高いこと、防具

を着用する競技では薄着になれないこと等、よりきめ細かな配慮が必要となりま

す。活動中だけでなく活動後も生徒の状態をよく観察して、異常がないかを確認

することが大切です。 

 

②体育、スポーツ活動以外の対策 

ア 各種行事での対策 

運動会、遠足及び校外学習等の各種行事を実施する場合には、計画段階、前日

までに行うこと、及び当日に行うことに分けて対策を講じることで、計画的に安

全管理を行うことができます。特に、前日に発表される熱中症警戒アラートを参

考に、安心して行事を実施できる準備を心がけましょう。 

 

イ 教室内の授業 

学校環境衛生基準においては、教室等の温度は 28℃以下であることが望まし

いとされています。温熱環境は温度、相対湿度、気流等によって影響を受けるた

め、温度のみでなく、その他の環境条件や児童生徒等の健康状態も考慮した上で

総合的な対応が求められます。空調設備が設置された教室では、空調設備を利用

して教室内の温度を適切に管理します。また、空調設備が設置されていない教室

では、換気や扇風機等の使用を行った上で、適宜水分補給を行うよう指導するこ

とが大切です。 

 

ウ 登下校時 

基本的な熱中症の予防策を踏まえ、児童生徒等に涼しい服装や帽子の着用、適

切な水分補給について指導します。なるべく複数で登下校するようにします。ま

た、保護者に対しても熱中症対策の案内を送付するなど注意喚起を行います。 

 

（４）週休日、休日、学校休業日の対応 

週休日等の部活動及び各種行事（PTA 活動等）における熱中症対策も基本的に

は、授業日と同様に暑さ指数（WBGT）に応じた対策となります。ただし、真夏には

暑い日中は避け朝夕の時間帯に練習時間を移すあるいは日中は強度の高い運動を避

けるなど、計画段階から暑さを考慮することが必要です。また、週休日は教職員が

限定されることから、熱中症警戒アラート等の情報収集、伝達及び対応判断の手順

を事前に整えておきましょう。 

  



２ 熱中症の応急処置 

熱中症が疑われる時には、放置すれば死に至る緊急事態であることをまず認識しな

ければなりません。 

重症の場合には救急車を呼び、現場ですぐに体を冷却する必要があります。 

熱中症の重症度は具体的な治療の必要性の観点から、 

Ⅰ度（現場の応急処置で対応できる）、 

Ⅱ度（病院への搬送が必要）、 

Ⅲ度（入院し集中治療が必要）と分類されます。 

Ⅱ度以上の症状があった場合には、直ちに病院へ搬送します。 

一方、「立ちくらみ」や「筋肉のこむら返り」などの軽度の症状の場合には、涼しい

場所へ移動し、衣服を緩め、安静にさせます。また、少しずつ水分の補給を行います。

この際、症状が改善するかどうかは、病院搬送を判断するためのポイントとなります

ので、必ず、誰かが付き添うようにします。病院に搬送するかどうかの判断のポイン

トを以下に示します。 

 

重症度を判断するポイント 

 ・意識がしっかりしているか。 

 ・水を自分で飲めるか。 

 ・症状が改善したか。 

搬送時、応急処置の際は、必ず誰かが付き添いましょう。 

熱中症の症状があったら、涼しい場所へ移し、すぐに体を冷やしましょう。 

 

出典：令和２年度スポーツ庁委託事業、「スポーツ事故対応ハンドブック/熱中症への対応」 



３ 参考文献 

 

〇「学校における熱中症対策ガイドライン作成の手引き」（環境省・文部科学省） 

〇「熱中症環境保健マニュアル 2022」（環境省） 


